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2021年 7-9月期の実質 GDP成長率は前年同期比 0.3％減1（前期：同 7.6％増）と低下したが、市

場予想2（同 1.3％減）を上回る結果となった（図表１）。 

 

7-9月期の実質 GDPを需要項目別に見ると、主に消費と外需の悪化が成長率低下に繋がったこと

が分かる。 

民間消費は前年同期比 3.2％減（前期：同 4.8％増）と落ち込んだ。費目別に見ると、食料・飲

料（同 2.7％増）や住宅・水道・電気・燃料（同 3.0％増）、通信（同 2.2％増）、保健衛生（同 15.1％

増）の増加が続いたものの、交通（同 19.6％減）と娯楽・文化（同 9.1％減）、レストラン・ホテ

ル（同 16.0％減）が減少に転じると共に、衣類・靴（同 8.0％減）が低迷した。 

政府消費は同 2.5％増（前期：同 1.0％増）と小幅に上昇した。 

総固定資本形成は同 0.4％減（前期：同 7.6％増）と減少した。投資の内訳を見ると、まず民間

投資が同 2.6％増（前期：同 9.2％増）と鈍化した。民間設備投資（同 3.7％増）が増加傾向を保っ

たものの、民間建設投資（同 0.5％減）が低迷した。また公共投資も同 6.0％減（前期：同 4.1％増）

と減少した。公共建設投資（同 6.2％減）と公共設備投資（同 5.3％減）がそれぞれマイナス成長

となった。 

純輸出は実質 GDP成長率への寄与度が▲8.5％ポイントと、前期の▲1.4％ポイントからマイナス

 
1 11月 15 日、タイの国家経済社会開発委員会（ＮＥＳＤＣ）が 2021年 7-9 月期の国内総生産（ＧＤＰ）を公表した。 
2 Bloomberg 調査 
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幅が拡大した。まず財・サービス輸出は同 12.3％増となり、前期の同 27.7％増に続いて二桁成長

となった。財貨輸出が同 12.3％増（前期：同 27.7％増）と好調を維持すると共に、サービス輸出

が同 11.8％増（前期：同 0.1％増）と大きく上昇した。一方、財・サービス輸入も同 27.8％増（前

期：同 30.3％増）と大幅な増加が続いた。 

 

7-9月期の実質 GDPを供給項目別に見ると、主に第二次産業の落ち込みが成長率低下に繋がった

（図表２）。 

まず農林水産業は前年同期比 4.3％増（前期：同 1.9％増）と増加した。主要作物のコメやゴム、

キャッサバがけん引したほか、畜産や漁業・養殖業も増加した。 

鉱工業は同 2.0％減（前期：同 14.2％増）と、２四半期ぶりのマイナス成長となった。まず主力

の製造業は同 1.4％減（前期：同 16.9％増）と減少した。製造業の内訳を見ると、外需の拡大が追

い風となり自動車やコンピュータ・部品などの資本・技術関連産業（同 0.5％増）は若干プラスと

なったが、内需の減少により食料・飲料や繊維、家具などの軽工業（同 3.9％減）と石油化学製品、

ゴム・プラスチック製品などの素材関連（同 0.3％減）がそれぞれ減少した。また電気・ガス業が

同 2.6％減（前期：同 0.8％増）、鉱業が同 9.6％減（前期：同 4.9％増）となり、それぞれ減少し

た。 

全体の 6割弱を占めるサービス業は同 0.2％増（前期：同 5.1％増）と僅かながらプラス成長を

保った。サービス業の内訳を見ると、コロナ禍でホテル・レストラン業（同 18.7％減）や芸術・娯

楽等（同 9.4％減）、建設業（同 4.1％減）、管理及び支援サービス（同 2.3％減）、運輸・倉庫業（同

0.9％減）が減少に転じたが、情報・通信業（同 5.8％増）や保健衛生・社会事業（同 5.8％増）、

金融・保険業（同 3.5％増）、小売・卸売業（同 3.3％増）、不動産業（同 2.7％増）、教育（同 0.5％

増）は引き続き増加した。 

 

（7-9月期 GDPの評価と先行きのポイント） 

タイ経済は昨年、新型コロナウイルスの感染拡大を背景に急速に景気が悪化、4-6月期は新型コ

ロナの感染拡大に伴い、タイ政府が外出・移動制限措置を強化したことにより 2020年の実質 GDP

成長率が前年比▲6.1％と減少した。タイ政府は早期のウイルス封じ込めに成功して段階的に行動

制限を緩めたが、本格的な経済活動の再開には至らずマイナス成長が続いた。今年 4-6月期には前

年同期の落ち込みからの反動増（ベース効果）によりプラス成長に回復したが、今回発表された 7-9

月期の成長率は前年同期比▲0.3％と再び減少することとなった。 

7-9 月期の成長率の低下は感染再拡大に伴う都市封鎖により国内の経済活動が冷え込んだ影響が

大きいとみられる。タイでは今年４月から感染第３波が生じており、政府は首都バンコクなどで店

内飲食の禁止や商業施設の営業時間制限するなど行動規制を次第に強化したが、１日あたりの新規

感染者数は６月末の 5,000人程度から８月中旬には２万人台を突破した（図表３）。しかし、タイ

政府は７月中旬に首都バンコクなど 10都県（全 77都県）で都市封鎖に踏み切り、８月には都市封

鎖の対象地域を 29都県に拡大したことで、感染状況は８月中旬にピークアウトし、その後は緩や

かな改善傾向に転じている。7-9月期はこうした感染再拡大と厳しい活動制限措置が続いたことに
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より人流が減少（図表４）、国内経済にブレーキがかかることとなり、民間消費（前年同期比 3.2％

減）と総固定資本形成（同 0.4％減）がそれぞれ減少した。一方、外需は順調に回復したため財・

サービス輸出（同 12.3％増）が好調を維持した。 

足元においても感染第３波は収束したとは言えない状況にあり、当面は本格的な経済再開は難し

いだろう。しかし、今後も都市封鎖の段階的な緩和と新型コロナウイルスワクチンの普及（直近の

ワクチン完全接種率は約５割）により感染状況は次第に管理可能な状態に落ち着き、タイ経済の回

復ペースに勢いがつくと予想される。タイ政府は 11 月から入国制限を大幅に緩和し、主要産業の

観光関連業の回復を目指している。外国人観光客の受け入れを順調に増やすことができるかどうか

が、タイ経済の回復を見極める上で重要なポイントになるだろう。 

 

 

（図表３） 
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